
      

                           令和 7 年 3 月 17 日 

 

地域密着型サービス 運営推進会議 報告書 

 

事業所名称… グループホーム あしたか 

サービス種類… 認知症対応型共同生活介護 

会議開催日…令和 ７ 年 ３ 月 １４ 日 

開催場所… 特別養護老人ホーム東寿苑 訓練室 

出席者 

事業所 3 人 利用者 0 人 

利用者家族 0 人 地域代表者 1 人 

松江市職員 1 人 包括支援センター 0 人 

知見を有する者 1 人 その他  0 人 

 

議事 

 

１． あしたかの現状報告 

◎ 利用者状況 

 R7 年 3月 14 日現在利用状況 現在満床 

要支援２・・1名 介護１・・4名 介護２・・3名 介護３・・1名 

平均介護度・・1.62(要支援２の方除く) 

 現在待機者、男性 1名、女性 7名 

 

◎ 活動状況 

   ２/１４       習字 

     ２/１２       散髪 

     ２/１２       お茶会 

     ２/４        そば打ち見学 

     ３/３        ひな祭り行事食 

     ３/１０       避難訓練（日中想定） 

   クラブ活動はコロナウイルスの影響で中止 

 

◎ 事故 4 件 2/15 居室で転倒 

           2:40 頃、Ａ様のセンサーが鳴っていたが、他ご利用者様のトイレ対応中

だったためすぐに対応できず、Ａ様の「ア～ッ！！」との大声が聞こえ

訪室する。ベッドに背を向けた状態で床に座っておられるＡ様を発見す

る。Ｐバーを持っていただき、後ろから支えるように介助し、立位可能。

その後排泄動作もほぼ自立で可能。右臀部から腰部にかけて外傷確認す



るも目立った外傷なし。様子観察とする。 

         2/21 離設 

           15 時頃、同法人事務員が施設前の道路を 1 人で歩いておられるＢ様を発

見し、保護し一緒にグループホームあしたかまで帰苑。離設されていた

ことが発覚する。 

           対策：防犯対策も兼ねて、手薄になる午後 12 時から翌日午前 9時まで玄

関を施錠。 

         3/1 居室で転倒 

           6 時 15 分頃、Ｃ様の居室から「ドン」と大きな物音と大声が聞こえ、介

護員が訪室すると、Ｃ様が居室押し入れ前で左側臥位になって倒れてい

るのを発見する。ポータブルトイレも真後ろに倒れていた。痛みの確認

を行うと、「腰が痛い」とのことで湿布を貼る。様子観察する。 

           原因：3 時 30 分にＣ様の排泄介助をしたが、便失禁だったため、長時間

センサーが鳴るのを避けるため、センサーを外し、設置し忘れた。 

         3/3 居室で転倒 

           5 時 45 分頃、Ａ様のセンサーが鳴り少ししてからドンと鈍い音とウワー

ッと大声があり訪室。ベッドに対しほぼ直角、左側臥位で転倒。左鼻より

出血あり。気が動転して興奮気味。「早く起こして」「頭が痛い」「動くと

痛い」とはっきり言われ意識は清明。頭に外傷はないが、頭頂部より左側

に少し赤みが見受けられた。見守りながら声かけをし、尿意があり、立っ

ても大丈夫か聞きながら後ろから体を支えて、ポータブルトイレへ座られ

る。様子観察する。 

 

◎ インシデント 0 件  

 

◎ 入院 0 件   

 

◎ 救急搬送 0 件 

 

２． 研修状況 

   ◎サブスクリプション研修 

      １月   医療に関する教育、研修 

      ２月   身体拘束の排除・高齢者虐待防止に関する研修② 

           緊急時の対応に関する研修 

           感染症・食中毒の予防及び蔓延防止に関する研修② 

 

   ◎外部研修 

      ２月２６～２７日 認知症対応型サービス事業管理者研修 ケアマネが参加 

 

 



３． 会議報告 

    ・令和 6年度第 4回あしたか身体拘束廃止委員会 R7.2.20 

      今後身体拘束をしなければ対応が難しくなりそうなご利用者様について、Ｃ様が退院

され戻ってこられたときの想定を話し合う。センサーは必要と思われるが、立位が不安

定であれば、すぐ駆けつける必要がある。病院ではオムツと伺っているので、ポータブ

ルに座らせるのか、それとも寝ていただくかなど、本人様の動きたいという希望と安全

面とを考え、状況を見極めていく必要がある。 

      玄関の施錠について、調べたところ必ずしも拘束になるというわけではないようなの

で、人員が足りていない時など、安全面に不安があるときは玄関を施錠してもらっても

よいことにする。 

 

４． 行事予定 

  コロナウイルスの影響により、クラブ活動、外出を当面中止といたします。 

  随時散歩へ 

  ３/１７      習字 

  ４月下旬     散髪 

  ４月中旬     お茶会 

  ３/２７～４月初旬 桜花見外出 

 

５．研修予定 

◎サブスクリプション研修 

      ３月   感染症及び災害に係る業務継続計画のための研修 

           接遇に関する研修 

 

６．実習受け入れ 

      現在予定なし 

 

７．その他 

   面会につきまして、コロナ感染の方も落ち着きましたので、直接面会を再開することといた

しました。 

   面会は事前予約としており、AM1 組、PM1 組とし、15分程度の面会を実施しています。また、

オンライン面会も引き続き行っております。 

 

  ※受診の方は引き続きご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 

８．意見交換 

 

・12 時から翌朝 9時まで施錠とあるが、逆に施錠していない時間帯は午前 9時から 12 時というこ

とでよいか (市職員) 

 →その通りです (ｈ-無調)。 



 →消防法で完全に出られなくなるのはまずいようなので、そこさえクリアできていれば問題ない

と思われる(市職員)。 

 →消防法についてまた調べてみます(ケアマネ)。 

  

・離設の事故があったが、どのあたりを歩かれたか(地域代表者)。  

 →東寿苑前の参道を神社に向かって歩かれていた(ホーム長)。 

 →どういう理由だっただろうか、やっぱり帰りたいというのが理由なのか(地域代表者)。 

 →そうです(ホーム長)。 

 →よく見つけられましたね(地域代表者)。 

 →もともと帰宅願望が強く、離設の可能性があった方だったので、入所時より各部署に写真を配

らせてもらっていた(ケアマネ)。 

 →写真も 2年前の物だったので、1年ごとに更新することにした。また、普段からマスクをかけ

ている方なので、マスクを着けている写真も載せることにした。見つけたのは事務員だったが、

事務員も写真の方と確信があったわけではなく、〇〇さんですかとの問いかけに答えられたの

で、あしたかまでお連れしてくれた(ホーム長)。 

 

・転倒事故が多かったが、転倒された後のフォローはどうなっているのか。伊藤先生等にどうし

たらよいか伺っているのか(地域代表者)。 

 →うちの施設は入所前のかかりつけ医をそのまま引き継ぐ形にしているので、例えば、安来第一

の先生が主治医のご利用者様もおられるので、そういったご利用者様は主治医の意見を求める

のは難しい。事故対応のマニュアルがあるので、それにそって対応している(ケアマネ)。 

 →3月から訪問看護が入ることになり、看護師にもそのご利用者様を看てもらい、大丈夫とのこ

とだった(ホーム長）。 

 

・転倒されたＣ様について、身体拘束会議で検討されているが、時系列を知りたい。今回の転倒で

入院となり、身体拘束会議をしたということか(知見を有する者)。 

 →いいえ、入院したのは 1月末に胆管結石で入院となり、2月末に退院予定で、退院後の関わり

方を身体拘束会議で話し合った。転倒があったのは 3 月 1 日で、退院後まもなくであった(ケ

アマネ)。 

 →わかりました (知見を有する者)。 

 

・コロナが終息していない中、ご利用者の和みの場を作れているか (知見を有する者)。 

 →12 月に演芸ボランティア様に来ていただき、演芸を楽しまれた(ホーム長)。 

 →うちもなかなかボランティアのつてがないので、紹介していただけると助かる(ケアマネ)。 

 →東出雲の民話を題材にした紙芝居を行っている。1 回 15 分程度で子供たちも楽しむことがで

きる。言っていただければ用意できる(地域代表者)。 

 

・クラブ活動は中止とあるが、どういう状況だと再開できるか(市職員)。 

 →クラブ活動は特養と一緒のボランティア様で行うことが多く、なので特養と合わせないといけ

ない(ケアマネ)。 



 →法人との話し合いということですか。ぜひ話し合ってほしい(市職員)。 

 

    次回開催予定日 令和７年 5月 16 日(金) １３：３０～ の予定。 

 

□活動報告についての評価を受けることができたか。 ○ 

□要望・助言等受ける機会を設けたか。  ○ 

 


